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船を見つめていた 
ハマのキヤバレ—にいた 

風の噂はリル 
上海帰りのリルリル 




胸にたぐつて探して歩 
リ〜ルリル 
何処にいるのかリル 
誰かリルを知らないか 
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唄つてあげましょ 
わたしでょけりや 
セ—ヌのたそがれ瞼の都 
花はマロニ H 、 シャンゼリゼ 
赤い風車の踊り子の 
いまさら帰らぬ身の上を 
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東京の人を 
思い出すから？ 
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君故に永き人世を 
霜枯れて 

永久に春見ぬ我がさだめ 
永ろぅべきか空蜂の 
僇き影よ我が恋よ 


